
1992. 10. 15 

No. 435 京都大学広報委員会

へリオ卜口ンE装置 関述記事本文 384ページー

＜部局の間Jき＞

公開講座

~学部 ・ 木賞科学研究所

目

「木を右ljるー より良い環境を求めて」ー・・ーー . .• . 384 

＜紹介＞

ヘリオトロン絞融合研究センター・ …－－－…...... 384 

3ト 報・・ ・…・・ ・・・・・一 ー一ー －－－ －－ －－…一 ー386

日 誌…・・・ー……・・・……・・・…・・………・……・・………386

383 

次

＜随想、＞

海外「研修」旅行

名誉教綬 服部正明・・・・・・387

＜コラム＞

ピッツパーグの科学哲－学センター

文学部教授 内井惣七一ー・ーー388

教育課程等特別委員会からの報告について

（別lllt）………………………・ …ー・ …… ・・ー・ . 389 



No. 435 

＜部局の動き ＞

一公開講座一

京大

農学部・木質科学研究所

「木を創るーより良い環境を求めて」

1:1:学音II林産 l；学教雫と木質科学研究所では， 9 

月19LIと9刀26日の両日午前JO時から午後 4時ま

で， 1史学部大講義室等において公開講l'i~ 「木をおlj

るー より良い環境を求めて」を開催した。

本講座では， 一般市民を対象に，「人と木と環

境」の理想．の関係を築くため「木の使い方 ・活か

し方」について，以下のようなスケジュールでわ

かりやすく解説した。受講者は123？＇，で， て子供を

辿れ夫婦で参加された方もあって，なごやかな雰

聞気で行われた。

なお，講演，実予守内平等は以下のとおりであっ

た。

第 1 日

木の細胞が大きくなる仕組み

世界の本， 日本の木

木質からの新機能性材料

生分f!JIH'i:プラスチックを創る

＜紹介＞

林 隆久

佐11'1 i告

｜品；J.f.J・圭造

亡！石信夫

へリオト口ン核融合研究センター

1991年11月にヨーロ ッパ共l1ij体の大型実験装置

JETで，ヨI水素と三重水素による絞燃焼実験が史

上初めて行われ，人類究極のエネルギー淑として

it日されている核融合炉開発研究にー府のはずみ

がつけられた。

へリオトロン核融合研究センターでは，より効

率的な牧融合炉の実現を目標としたへリオトロン

磁場による高温プラズマの生成，閉じ込めの研究

を進めている。（『京大広報』No.126参照）

へリオトロン磁場とは，京都大学において昭和

34年から四半世紀以上にわたって研究を続けてき

た独自の高混プラズマ閉じ込め磁場である。ヘリ

オトロン E装置（表紙写真参！！｛（）による実験が昭

和55年 6月から開始され 日向和田年に所期］の目標

であるプラズマ温度 11×107 K，プラズマ密度と

閉じ込め時間の積 （Nr値）が1012cm-3秒のプ

384 

IL.~ 幸世

第 2 日

木とアメニティー ±(1凹 稔、

木質環境との関わり方 野村 l~ifi'J'. 

この木なんの木 （樹木穫識別法） 仏：11'1 lL口t. 

木を変える，木から自ljる（笑宵指導）佐道 健

坂 志朗

i奏 布llli 

本質科学研究所研究内容紹介 （笑判指導）

今村佑嗣

梅津俊明

火に強い本の住まいを創る 石原戊久

（農学部 ・木質科学研究所）

ラズマ生成（水素）を実現した。現伝はプラズマ

加熱装j?(，計測装置の充実をはかり， 1.9×107K 

級の更に高温のプラズマ生成を達成し，閉じ込

めの物理実験を継続して行っている。

これまでの研究成果の主なものとして，次のも

のをあげることができる。（ i）ジャイラ トロン発振

管を汗Jv、た電子サイクロ トロン共鳴加熱（ECH)

により，ヘリオ トロン綴場中に本格的な“無電流

プラズマ”の生成を実現した。（ii）その ECHプラ

ズマを標的として，中性粒子人射加熱 （NB！）及

びイオンサイクロトロン共鳴加熱 （！CH）を加え

て，各々 1.9×107K級のプラズマを生成した。

（山）プラズマ閉じ込めの優秀さを示すーっの指標で

あるベータ イ1~I ((3 ＝プラズマ圧）J／磁気圧力）が

平均で 2%，プラズマ中心で3.8%というヘリカ

ル系として故高の値を達成した。（iv）将米の燃料補

給に役立つ水素ぺレ ット （A<.素のJk!¥", 14 K）人

射実験装悶も日本で最初に開発した。この高温プ

ラス、マに人射された水素ペレ ット （長さ 1mm 
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直後 1mm）を高速度カメラで娠影した写真を下

に示す。写兵の赤く光っている部分は，次々に電

離しつつある水素原子からの発光 （Ha，波長

6562オングストローム）であり， 0.0004秒程度で

完全にプラズマ状態になることを示している。

これらの成果は，いずれもヘリカル系閉じ込め

方式としては世界的にも初めての実験であり，将

来の定常核融合炉としてのヘリオトロン磁場の有

効性を示唆するもので，近年のヘリカル系閉じ込

め方式の評価の根拠になったものである。これは

米国オークリアジ国立研究所での ATF装置，文

部省核融合科学研究所での CHS.LHD装置とい

うへリオトロン磁場に基づく閉じ込め実験装置の

建設，及びそれらによる研究の進展を促すものと

なった。これらの研究所との共同研究も緊密に行

われているが， ドイツのマックス・プランク・プ

ラズマ物理研究所等 EC諸国との協力も積極的に

進めている。

ヘリオトロン核融合研究センターの研究組織

は，平成元年度に設立された文部省核融合科学研

10 cm 

究所に 4研究部門（核融合機器制御，超伝導開

発，核融合炉技術開発，超高温プラズマ物理解

析）が移行したため現在4研究部門（超高温プラ

ズマ制御，組高温プラズマifflj定，超高温プラズマ

加熱，核融合炉工学）と 1客員研究部門（ヘリカ

ル系周辺プラズマ）から構成されており，専任教

官13名，客員教官 2:11及び技術系職員 8名の合計

23名である。

現在当センターでは，更にプラズマ諸量を拡

げ，ヘリオトロン磁場中の高温プラズマ閉じ込め

物理の一層の解明に努力している。これらの研究

は，現在文部省核融合科学研究所で建設が進めら

れている大型ヘリカル装置（LHD，平成 8年度末

完成予定）の支援研究として不可欠であり，有用

なデータを提供している。同時に当センターでは

大学院教育を重視し，若手研究者の養成を進めて

いる。卒業者の多くは，文部省核融合科学研究

所，日本原子力研究所などに就職しており，人材

養成に大きく貢献している。

（へリオトロン核融合研究センター）

。

0.11 ms 

0.22 ms 

0.33 ms 
1 ms=_____!__ sec 

1000 

プラズマ中に入射された水素ぺレッ卜
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m=!] 
大谷多平文日Fiil·務’r~·

文Jfl')Lf:努官 大谷多平氏は， 9月8LI逝去され

た。4年580

同氏は昭和48年本学医学部附属病院に就i織さ

れ，以後守衛として業務一筋には）J，永年にわた

り病院の弊備業務に多大の貢献をされた。

ここに滅んで哀悼の立を表します。

（医学部附属病院）

林 竹男名誉教授

本学名誉教綬林竹男先生は， 9月18日逝去

された。字年730

先生は，昭和18年 9月京都帝国大学理学部物理

学科を卒業後，l百]19年京都府、t高等段林学校講師，

！日］20年五（都府立民林専門学校教授， jri]24年同京大

学助教授を］責任， ｜司33年内京大学ll~学部教授，同

34年京都府立大学農学部教綬を経て，問39年京都

大学原チ炉実験所教授に就任された。昭和51年原

一子炉実験所附属原子炉応用センタ一長併任，同55

年原子－炉実験所長併任，同58年停年により退官さ

れ，点者IS大学名誉教J受の称号を受けられた。

この間，京都大学評議員，京都大学原子）J研究

整備委員会委員， ｜百l委貝会共！日IJn速器小委員会委

員などを歴任し，大学行政並びに管理li述営に多大

なUI献をされた。

本学退’点後は， Ufi,fn58年から平成 2年まで大阪

l：業大学教授を務められた。

先生のi占tp'Jは原子核物理学で，その中でも特に

n本における原子被分光学の草分け的存在であ

り， 日本で最初jにガンマ線の角度相｜刻測定に成功

され，さらに高効率のマルチカウンター ・ゴニオ

メータの開発，高分解能の半導体検出器を使用し

た装置を開発するなど－nして角度相関i去の開発

と応用には力され，原子核憐造の研究面で多くの

功績を挙げられた。さらに，核分光学的研究手段

を放射化分析の分野に応用され，研究用原チ炉の

元素分析への利用に道を聞かれるとともに，その

手法を用いた公害の研究で社会的に高い評価を受

けられた。

ここに淀んで哀悼の意を表します。

（原て子炉実験所）
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浅平 端名誉教授

本学名誉教授浅半端先生は， 10月4日逝去

された。事年64。

先生は， ｜！日和28年京都大学農学部を本業後，本

学j見学部助手，講師，助教J受を経てII（｛利50年農学

部教疑に就任，予成4年停年により退＇（＼ され，」；c

郡大学名誉教綬の称号を受けられた。この間， H百

和58年］ Jlから附和61年12月京都大学農学部附属

i立場長提びにj1ij附属亜熱帯植物実験所長， UH和62

年12月から予成元年12月京都大学評議員を謄任さ

れ大学の管理運営に貢献された。

先生の専門分野は，疏菜花井｜書｜芸学であり，と

りわけ疏菜及びイ~J'fの生理 ・ 生態反J.~： 1こ店づく，

生育制御並びに時打前去をを利用した，果菜知の果

実発ff機構の解明に閲する研究において，数多く

の優れた研究業績を残された。主な著舎論文とし

ては， r閣芸ハンドブック（共細川（講談社），

「器内崎長による球根形成」，「呆実府主主によるト

マト果実の発行」，「!If珠培養によるアブラナ科野

菜の縄問及び属間雑種作出」等がある。

先生は，学界においても日本農学会派議員，凶

芸学会会長，国際凶芸学会評議委貝，fl本生物環

境調節学会理事等を歴任され，学界の発J足並びに

若手研究者の育成に寄与された。

これら一連の研究活動，学術上の口｜歓に対し，

平成4年に「日本農学賞」及び「日本生物環境調

節学会功労賞」を受賞された。

ここに謹んで哀悼の意を表します。

（民学部）

日誌

(1992年 9月1B-9月30日）

9月9日 同和問題委員会

16日 国際交流委貝会

国際交流会館委員会

17日 中俗人民共和国李主玲科学院教育1;,j),,j 

長他6名来三井，総長及び関係数行と懇談

22口評議会

25日 建築委員会

li1i火委民会

29日 学位綬号式
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~ ＜随想＞ 楽しげに話していた。 0 I …ーを立てー ；海外「研修」旅行
ドっきではないブルースタ一社のパスで旅行し

名誉教授服部正明 ているのはまだとりえがある。夕暮れにパンフ

の衡を歩いていると驚くほど多数の日本のツ ~ I .,,,,_ .. h一一弘 一 往 左 往 ー … ち も し j
．族と共に住んでいるので，炎暑 ~い るが，若い者が多く，男女一組になっている ~ 
Eの京都をのがれて 2週間彼地で a・長山手主智 i か，または女子のグループで，女子が圧倒的に ！ 
？慨したが，その聞にカナディ 週 三 ，，；） 多い。おそらくみな「大学生」なのだろう。土 ！

曹 アン ロyキーをはじめて訪れ酒屋ヰ1 産物店はしでも日本語が通じ，日本円で買物 iI I t~ ： ャ i
る機会をもった。中学生の孫 2 ・＇%.- ができる。日本のテレビ ・タレントが経営して ~ 

b人を伴って， 4日の日程でパン 、~ いる土産物店は満員の繁昌ぶりである。これら ~ 

iフーレイク ・ルイーズージ、ヤスパーをパスでた のツアー客たちは，日本語ガイドつきの観光パ i
iどる観光旅行である。自然の景観を警とむ旅に スで大氷原まで行き，そして翌朝にはナイアガ i
iはほとんど出たことが無かったが，突冗たる岩 ラへ向けて発つのだろう。「大学」は現在では b
f山の聞に相次いで現れる氷河の壮観はさすがに 「学問の府」などではなく，高等普通教育機関 ~ 

f目を｜陸らせるものであった。巨大なスノー ・タ またはレジャーランドなのだから，そして日本 ljィーーコロムー明 ーでありまた高山会になって ；

入れ，ごつごつとした氷の層の上におり立って 老後が不安な親は息子や特に娘を大事にして経 i
みると， 20余年前に トロン ト大学に赴いたと 済的支援を惜しまなし、から，多数の大学生が海 f

jきーラ附訪れて…ーター 肘唯一問山てもと付 き

で地下に降り，雨合羽を若て，轟々と落下する く言うべきではないかも知れない。毎年京都へ 言

i滝を裏側から見たときのことを思い出した。自 おし寄せてくる修学旅行団体と同じようなもの i
j然の規筏が雄大なところでは観光のための人 だ。それにドれば，自分たちの刊にした 1
1為も日本では考えられないほど遅しく強大であ がって旅行している前記の学生の方がとりえが ！

。 る。 あると思われた。自主的 ・能動的であれば，失 I
~ さて，パスの中に日本の女子学生が数人乗っ 敗や嵯鉄もあるだろうが，すべては貴重な経験 。

iていた。隣席の一人に観光目的で、日本から来た になる。見聞することがらも印象により深く刻 。
呈

iのか北米に滞在しているのかを尋ねてみると， みこまれよう。 。

i「語学研修」のために 4週間をトロントのヨー しかし，こういう「研修」旅行者に接してみ j
－ fク大学で過して，帰国の途上ということだっ て やはり物足りなし、。観光地点におり立って E

Sた。「語学研修」を打ち出している業者のプロ も，乗り合わせた外国人たちと言葉を交わすわ 1
iグラムは多数あって，かなりいい加減なものも けでもなく，自分たちで写真を撮り合い，は 1
0あることは新聞で読んだこともある。その学生 しゃいで、いるだけで、ある。現在では若者向けの i
iが参加したのは， 15人のクラス編成で，半数は 海外旅行案内書が幾つも出版されていて，見ど ！

？ 日本の学生だ、ったとのこと。4週間で，しかも ころも，交通手段も，ホテルやレス トランも， ~ 
1日本人同志が集っているので、は 語学研修の笑 ショッピングの案内も， 地図や写真入りで詳し ！

？ があがるとは思われないが，もともと「研修」 く記されているから，それを実地になぞるだけ l
jとは親を安心させるための名目にすぎず，「海 の旅行になっているようだ。モントリオールや l
b外旅行」が主目的であることは分りきってい ケベックを訪ね，フランス風の市街を歩き， ~ 

jる。 トロントから近いナイアガラは言うまでも 人々がフランス語を話しているのを聞いても， 2 
！ なく，モントリオールやケベァクにも行ったと カナダにおけるフランス系カナダ人の位置や， ~ 
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